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研究成果の概要（和文）： 

 理科離れを防ぐために種々の事業を実施した．お助け隊として小学校に学生を派遣し，
理科室の整理や授業の補助に従事させた．科学館の行事，三郷市の遊学館や川越市のふれ
あい事業等にも派遣した．観察実験教室では附属小学校や騎西小学校等で種々の驚きと感
動を伝えた．また，天体観望会やワークショップを開催した．ホームページで多数の質問
に回答し，水溶液の作り方，実験のシミュレーションや理科カレンダーを公開した． 
 
研究成果の概要（英文）： 

Various enterprises were undertaken in order to prevent dislike of science. The students 

were dispatched to elementary schools as a helper. They were engaged in arrangement of a 

science laboratory and assistance of a lesson. The students were dispatched to the event of 

a science museum, the studying classroom in Misato, the contact enterprise of Kawagoe, 

etc. In the observation experiment classroom, we gave children various surprise and 

impression at elementary schools, etc. Moreover, astronomical observation meetings and 

workshops were held. We replied to many questions by the homepage and exhibited how to 

make solutions, simulation of experiments and science calendars. 
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１．研究開始当初の背景 

 日本国内では小学校教員や高校生・大学生
に理科離れが進んでいる．理科嫌いの文系大
学生が小学校教員の大部分になるので，事態
は益々深刻化する．また，欧米等でも理科離
れの対策を工夫している（増田貴司，理科離

れ解消のために何が必要か，TBR 産業経済の
論点，東レ経営研究所，No.07-06(2007)）．
化学分野では 2001 年にホームページ(http:// 
www.saitama-u.ac.jp/ashida/等)を公開して理
科離れ防止に努力してきた．その成果が，科
学研究費基盤研究(C)平成 14～15 年度，芦田
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(代表)「化学の考え方や現象を分かりやすく
回答する質問箱の開設」，平成 18～21 年度，
芦田(代表)｢理科離れを未然に防ぐために理
科(化学)の実験や学習を支援するホームペ
ージの開発｣等の採択にも繋がっている． 
 

２．研究の目的 

 本研究の目的は小学校～高校における理
科離れを未然に防ぐことである．児童・生徒
の理科離れは高校生から顕著になるという
結果が出た（平成 20 年国立教育政策研究所
調査，平成 18 年 PISA 調査と比較）．一方，
中学・高校は専科教員なので，教員の理科離
れは小学校で問題になっている．ただし，中
学校の理科教員も授業前後の準備・片付の時
間不足，備品・消耗品の不足（自費購入の経
験ある教員が７割），授業時間の不足等の問
題を抱えている（科学技術振興機構・国立教
育政策研究所，平成 20 年度中学校理科教師
実態調査集計結果(速報)について）．これら
の問題を少しでも軽減することを目指す． 
 

３．研究の方法 

 小学校～高校における理科離れ（特に小学
校教員と高校生）を未然に防ぐために，理科
の実験や学習を支援するホームページを充
実する．質問箱を充実し，児童・生徒と教員
等の疑問・質問に回答し公開する．さらに，
驚きと感動を伝える実験・観察を支援するた
め，魅力的な教材・教具（実験レシピ・ヒン
ト集，水溶液の作り方，実験シミュレーショ
ン，おもしろ物理実験，ミクロとナノの世界，
ウニの発生等)を追加・充実し，ホームペー
ジ等で公開・提供する．実験・観察の基礎を
習得した学生を小学校等へお助け隊として
派遣する．必要に応じて，研修会や出前授業
等を開催する． 
 
４．研究成果 
 「わくわく観察実験教室」を附属小学校で
毎年夏休みに開催した（参加児童延べ757人）．
さらに，平成 23 年夏に東日本大震災で加須
市立騎西小学校に避難している子供達のた
めに観察実験教室を，平成 24 年夏には秩父
市の小学生のために「理科おもしろ実験教
室」を開催した．毎年冬に埼玉・栃木・群馬
小中合同理科教育研修会・ソニー科学教育研
究会埼玉支部研修会が開かれ，当日の昼休み
にワークショップを開いて，本研究等を紹介
した．また天体観望会を複数回実施した． 
 「理科実験観察お助け隊」として，さいた
ま市内の小学校や附属小学校に多数の学生
を毎年派遣し，理科室の整理や授業の補助に
従事させた（延べ 1000 時間以上）．さらに， 
さいたま市青少年宇宙科学館の種々の行事，
三郷市おもしろ遊学館や川越市小・中・大学
連携理科ふれあい事業等にも学生を毎年多 

図１ わくわく観察実験教室の様子（附属小） 

図２ 観察実験教室の様子（騎西小学校） 

図３ ワークショップの様子 

図４ 理科実験観察お助け隊の様子 
 
数回派遣した． 
 ホームページの化学質問箱（統計を取り始
めてからの閲覧総数約 263,000）に寄せられ 



図５ 三郷市おもしろ遊学館の様子 

図６ 川越市理科ふれあい事業の様子 

図７ 質問内容による質問者数の分類 

図８ 水酸化カリウム水溶液の作り方の画面
（Swing の改良版） 

図９ キレート滴定の画面（一部） 

図 10 アルミニウムを塩酸に溶かす実験 
 
た質問に４年間で 195 件回答した．必要に応
じて日常生活に例えて，速やかに平易な言葉
で質問者に e-mail で回答し，ホームページ
に公開した．質問者数の内訳は，質問内容か
ら考えて，多いほうから順に，高校生，大学
生＞企業等≫教員，一般，中学生≫小学生で
あり，高校生と大学生をあわせて約７割を占
めている．教員からの質問はまだ少ない． 
 「溶液の作り方（濃度計算と調製方法）」
の自動サービスでは，ミョウバンとその関連
物質の溶解度，炭酸水素ナトリウム水溶液，
炭酸ナトリウム水溶液，塩化カリウム水溶液，
水酸化カリウム水溶液，塩化アンモニウム水
溶液，ｐＨ緩衝液を制作した（AWT の初期版）． 
これらは小学校～高校における理科実験の
準備等に活用できよう．計算方法，調製方法，
注意事項，使用方法も説明している．さらに，
水酸化カリウム水溶液，食塩水（塩化ナトリ
ウム水溶液），水酸化ナトリウム水溶液，炭
酸水素ナトリウム水溶液，塩化カリウム水溶
液，塩化アンモニウム水溶液，硝酸等を改良
し，薬品の純度や溶液の単位等の指定を追加 



図 11理科カレンダー（水が凍る温度） 

図 12 理科カレンダー（ウニの発生） 
 
して使い易くした（Swing の改良版）． 
「化学実験のシミュレーション」の自動サ

ービスでは，ヨウ素滴定の詳細な色見本を追
加し，キレート滴定の詳細な色見本とプログ
ラム等を制作した． 高校や大学等の授業や
実験で活用できよう． 
「実験レシピ・ヒント集」として，アルミ

ニウムやスチールウールを塩酸に溶かし，蒸
発させて溶けているものを取り出す実験お
よび氷に食塩水をかけたもの（寒剤）を使っ
て，水が凍る温度を測る実験等の秘訣を作成
した．その他に，理科カレンダー，おもしろ
物理実験，ミクロとナノの世界，ウニの発生
等に関する多くのコンテンツや記事を公開
した． 
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